

























【対象】対象は閉経前女性のグレープス病患者49名で、 ATD治療後にFT3. PT 4が正常化し、少なくとも
半年間にわたってTSHが正常下限以下 (T5H<0.4μIU!ml)を呈した抑制群 (n=19) と正帯範囲内の正
常化 (0.4孟TSH<4.0μIU!ml)群 (n=30)とに分け、検討した。




【結果】1)血清ドT3. FT.. Ca代謝および血清脂質については両群問で有意差は認めなかった。 TRAbは
TSH抑制群と正常群でそれぞれ24.9士19.2%に、 10.4土9.4%と前者で有意に (p<0.005)高値を示してい
たo 2) BAPはTSH抑制群で有意に高値、 ocは有意差は認めなかった。 3)U-PYOとU-DPDは、いずれも
TSH抑制群で有意に (p<0.001)高値を示していた。 4)向群を合わせた検討で、 TSHはBAP.U-PYO， U-DPD 
といずれも有意な負の単相関 (r=-0.300.p=O.036L; r=-O.389. p=0.0058: r=-0.446. p=0.0013) 
を示し、 TRAbは有意な正の単相関を示した(r=O.566.p< 0.0001; r=0.491， p=O.0003: r=0.549， pく
0.0001) 0 5) TSH正常群のみに限った検討でも、 THAbはBAP，U-PYD， U-DPDとのいずれに対しでも有意な正












半年間にわたってTSHが正常下限以下 (TSH<0.4μ1 U/mDを呈した抑制群 (n= 19) と正常範囲内の正
常化 (0.4~TSHく 4.0μIU/ml)群 (n=30) とに分け、検討した。




【結果】1)血清PT3， FT.. Ca代謝および血清脂質については両群聞で有意差は認めなかった。 TRAbは
TSJI抑制群と正常群でそれぞれ24.9:!: 19.2%に、 10.4:19.4%と前者で有意に (p<0.005)高値を示してい
た。 2)BAPはTSH抑制群で有意に高値、 ocは有意差は認めなかった。 3)U-PYDとU-DPDは、いずれも
TSI抑制群で有意に (pく0.001)高値を示していた。 4)両群を合わせた検討で、 TSHはBAP.U-PYD. U-DPD 
といずれも有意な負の単相関 Cr=-0.300，p=O. 0361: r=-O.389. p=O.0058: r=ー0.446，p=0.00(3) 
を示し、 TRAbは有志な正の単相関を示した(r=0.566.p< 0.0001: r=O.491， p=0.0003: r=O.519. p< 
0.0001)0 5) TSHiF.常群のみに限った検品でも、 TRAb(jBAP，U-PYD， U-DPDとのいずれに対しでも有意な正
の単相関を示した (r=O.638，p=0.0002; r=0.638， p=0.0002: r=0.641. p=O.OOO1)。
【結論】グレーブス病患者では、治療後においてFTa.FT.が正常化しでもTSH抑制群では骨代謝回転が未
だ氏進しており、 TRAbはグレープス病の病勢のみならず骨代謝異常の程度を反映することが示された。
以上の研究結果は甲状腺疾患の治療に大きく貢献するものであり、著者は博.f.:-(医学)の学位を段与さ
れるに値するもとの判定された。
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